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その仕事は役に立つ？

　ある企業で各部門の取り組み計画を聞く機

会があった。面白いもので各部門の計画とい

うことになると、それはどう経営数字に結び

付くのだろうかというものや、お金を使うだ

けでお金が増えることにはつながらないので

はと感じるものもでてくる。なかでも、専門

職能の代表である研究部門の方の計画説明に

いたっては、ほとんど趣味の話しではないか

と感じてしまった。もちろん研究開発部門の

方は研究することで新たな事業機会に結び付

くネタを見つけ出すことが仕事なので、経営

数字についての理解が薄いのは当然のこと

だ。しかし、その研究テーマはどのような商

品や機能、また新たな事業創出につながる可

能性があるのかの説明もなく、この研究を続

けていて将来に結び付くのだろうかと感じた

のは同席していた他の人も同じではないかと

感じた。皆さんから出た言葉は、内容はわか

らないが、次の発展につながるものにしてく

れという要望だけだった。

限られた経営資源をどこに使うか

　たまたま研究開発部門の例を述べたが、経

営という視点では、限られた経営資源をどこ

に使うのかを最終判断するのが経営者に課せ

られた責務だ。無尽蔵に経営資源があるわけ

ではなく、限られたお金、限られた人材を使っ

て、どうするとお金を最大限生み出すことが

できるかが判断の基準だ。

　ちなみに株主が経営者に求めることは企業

価値の向上、株主価値の向上に他ならない。

企業価値とは、企業が将来どれだけのキャッ

シュフローを生み出すかを現在価値で評価し

たものであり、株主価値とは、この企業価値

から負債を差し引いて求めた株主に帰属する

価値のことを言う。企業価値、株主価値の向

上には、事業を通じてどれだけお金を増やす

かということになるので、お金を生み出さな

いようなことにお金を使うことは許されな

い。研究部門の計画を聞いて、お金を使う話

しばかりで、それにお金を使うとどう新たな

お金の生み出しにつながる可能性があるのか

の説明がないのでは困ったものだというのは

当然だ。

お金が必要、人が必要だけでは経営にならない

　この企業の各部門計画の説明は、これだけ

お金が必要なのですという説明が多く、いか

に多くの予算を確保するかに注力しているの

ではないかと思われる説明が多かった。聞き

たいのは、それにお金を投じることでいくら

新たなお金を生み出してくれるかだ。実際、

設備投資をするのであれば、その投資に対す

る投資回収についての説明がされる。いかに

この投資が大きなお金を生み出すかという確

認だ。お金を使う以上、それを上回るお金を

生み出すことが明確であれば、意思決定はし

やすい。各部門がそれをどれだけ意識してい

るのだろうかと感じる内容だったということ

だ。

　それぞれの部門の取り組みが全体の利益計

画、資金計画につながっている。人やお金を
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使う以上、それによってどれだけ経営数値が

よくなるのかの説明は必須にもかかわらず、

これをするのにお金がこれだけかかるという

一方的に使う話しばかりでは、経営にならな

いことは明白。

　人が不足するので、これだけ人員を入れて

下さいという前提は、それによって、どれだ

け新たなお金を生み出すのかという説明がで

きなければいけないということなのだ。

経営を理解しているかで大きな差

　このあたりは企業によって大きな差があ

る。言われたことだけしかやらない企業は、

「言われたことをやるのにこれだけの人が必

要です。これだけのお金が必要です」という

説明に終始する。しかし、各部門長が経営を

理解している企業は、自ら適切に課題を捉え、

何に取り組む必要があるか、その取り組みに

よってどれだけの経営成果を見込むのか、ま

た、それに対してかけるお金（含む人件費）

はいくらになるかを明確に説明している。各

部門の取り組みがP／ Lやキャッシュフローに

どう関係するかを理解している企業は強い。

　お金を無視した仕事はない。あらゆる職能

がお金を基本に仕事をすることが大切だ。給

与をもらい、さらにお金を使うということは、

それ以上に大きなお金を生み出す責任がある

ことを意味する。それがどれだけ自覚できて

いるかで、企業価値を高める組織と言えるか

どうかが決まると言えるのではないだろうか。

【第6面から続く】

第１回工業団地連絡協議会開催
昇給アンケート結果報告

  投資基盤整備委員会工業団地連絡協議会

担当（高木正純委員長／フジクラ・エレク

トロニクス・タイランド）は 4 月 3 日、

2018 年度第 1 回工業団地連絡協議会を開催

した。まず、在タイ日本国大使館の鷹合一

真一等書記官が、最低賃金改定、労働契約

法、麻薬対策といった労務関連の最新動向

について報告。その後、バンコク近郊の工

業団地で操業する日系企業を対象に実施し

た 2018 年昇給アンケートの結果が報告さ

れ、参加者間の意見交換が行われた。

デジタル担当
18年度第１回委員会を開催

　投資基盤整備委員会デジタル担当（加原

学委員長／ NTT コミュニケーションズ・タ

イランド）は 4 月 4 日、2018 年度第１回デ

ジタル担当委員会を開催した。今回は、デ

ジタル経済促進庁（DEPA）のパサコーン・

プラトムブット氏が、東部経済回廊の EECd

に設立予定の IoT 研究開発拠点やデジタル

パークタイランドなど、デジタル関連の新

政策を説明。その後、9 月にデジタル経済

社会省が主催する展示会「デジタル・ビッ

グバン」出展について協議した。

建設部会
移転価格税制に関する講演会開催

　建設部会（浜田雅則部会長／タイ鹿島）

は 4 月 5 日、4 月度建設部会を開催。今回

は通常の部会議事に加え、マザータイラン

ドの小出達也氏が「移転価格税制／ BEPS

と建設業について」と題する講演を行った。

講演では、移転価格税制及び BEPS（税源侵

食と利益移転）に関する制度や問題点につ

いて概観した後、タイにおける関連規制と

タイの建設業企業への影響についての説明

があった。

第 7回日系企業就職フェア
現在、出展企業募集中

　JCC では、会員企業の人材採用支援の一

環として、「第 7 回日系企業就職フェア

2018」を開催する。この就職フェアは、今

回で 7 回目を迎え、タイにおける日系企業

就職フェアとして、タイ人求職者に幅広く

認知されている。現在、多くの優秀な学生

や転職希望者との出会いの場である同就職

フェアへの出展企業を募集している。
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開催日時：2018 年 6月 8日（金）～ 9日（土）
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　　　　　コンベンションセンター
詳細：就職フェア 2018 ホームページ参照。
http://www.jcc.or.th/jobfair/apply2018/
問合せ：バンコク日本人商工会議所（担当）藤下・
　　　　マトゥロット
Tel：02-250-0700-3
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